




















博士の専攻分野の名称  博 士（言語文化学） 
学 位 記 番 号  第  ２０６１２  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 18 年６月 30 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            言語文化研究科言語文化学専攻 
学 位 論 文 名  日仏化粧品広告の比較研究－ディスクール分析の観点から－ 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 春木 仁孝 
            （副査） 
            教 授 金崎 春幸  助教授 ヨコタ村上孝之 
            名誉教授 高岡 幸一 
【４】
論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、ディスクール分析（analyse du discours：フランス学派言説分析）という枠組みにおいて、日本とフラ
ンスの化粧品広告をコーパスとして、広告ディスクールのメカニズムを解読すると共に、日仏における、女性美概念
の共通点、相違点を探り、ディスクールと「場」（日仏の社会・文化的差異）との関係を明らかにしようとするもの
である。研究対象コーパスは、合計 900 広告（691 仏広告、209 日本広告）で、フランスの女性週刊誌 ELLE と日本




































































― 748 ― 
かった。３広告内では、［認識的（確実）］価値や［実用的＋］価値が頻繁に出現していたことから、男性用広告では、
商品の効果、即効性、実用性を際立たせることで、読者に関心を持たせようとしていることが確認できた。また、女
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